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ヒーター方式より加熱効率が
2倍以上高いイオン窒化装醤

イ

オ
ン
窒
化
装
置

直互面

日
本
電
子
工
業

日
本
電
子
工
業
は
自
動
車

部
品
や
金
型
用
の
熱
処
理
設

備
メ
ー
カ
ー
。
自
社
の
設
備

を
用
い
て
、
熱
処
理
加
工
も

受
託
す
る
。

1
97
3年
に

は
従
来
の
ヒ
ー
タ
ー
方
式
よ

り
加
熱
効
率
が
2
倍
以
上
高

毛ノづくり盟
省エネ技術最前線

い
処
理
装
琶
「
イ
オ
ン
留
一
花

装
置
」
を
日
本
で
初
め
て
実

用
化
。
企
業
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
に
対
応
し
て
き
た
。

イ
オ
ン
室
化
は
イ
オ
ン
化

し
た
ガ
ス
の
衝
突
作
用
を
利

用
し
て
加
工
物
を
加
熱
す

る。

3
8
0度
C
と
比
較
的

低
温
で
の
室
化
処
理
が
可
能

で
に
自
動
車
部
品
向
貯
機
械

加
工
部
品
や
金
型
な
ど
に
適

用
さ
れ
て
お
り
、
同
社
は
イ

オ
ン
室
化
の
装
置
販
売
で
圏

内
約
9
割
の
シ
ェ
ア
を
持

つ。
省
エ
ネ
性
能
を
高
め
る
た

め
、
イ
オ
ン
室
化
処
理
の
速

度
向
上
を
実
現
し
た
。
従
来

た
部
品
は
4
時
間
に
短
縮
し

た。
現
在
は
イ
オ
ン
塗
化
の
技

術
を
べ
l
ス
と
し
た
権
合
的

な
表
面
処
理
方
法
「
ラ
ジ
カ

ル
怒
一
化
」
も
手
が
け
る
。

処
理
能
力
の
向
上
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
イ
オ
ン
室

化
は
イ
オ
ン
の
衝
突
作
用
を

熱
処
理
能
力
向
上

で
あ
る
た
め
、
ひ
ず
み
畠
を

少
な
く
で
き
る
。
グ
ロ
l
放

電
に
よ
っ
て
表
面
だ
け
を
加

熱
す
る
た
め
、
炉
全
体
を
加

熱
す
る
ヒ
ー
タ
ー
方
式
よ
り

効
率
が
良
い
。

ま
た
ガ
ス
の
梢
質
量
も
極

め
て
少
な
く
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
も
低
減
で
き
る
。
す

の
連
続
放
電
の
か
わ
り
に
、

電
流
を
細
か
く
パ
ル
ス
化
ず

る
技
術
を
開
発
。
加
工
物
の

損
傷
に
つ
な
が
る
忠
れ
が
あ

る
異
常
放
電

〈
ア
l
ク
放

電
〉
を
抑
制
で
き
る
た
め
成

膜
速
度
が
速
ま
り
、
混
度
上

昇
の
速
度
を
上
げ
ら
れ
る
。

処
理
に
6
時
間
か
か
っ
て
い

巌
大
限
活
用
す
る
た
め
、
炉

内
に
加
工
物
を
並
べ
る
際
に

は
一
定
以
上
の
間
隔
を
置
く

こ
と
が
必
要
。
た
だ
室
化
に

は
自
動
車
部
品
で
3
時
間
、

金
型
で
却
時
間
程
度
か
か
る

た
め
、一

回
に
ど
れ
だ
げ
多

く
の
加
工
物
を
炉
内
に
入
れ

ら
れ
る
か
が
処
理
能
力
の
カ

ギ
を
握
る
。

こ
の
た
め
同
社
は
治
具
の

改
良
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

さ
ま
ざ
事
法
形
状
で
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

「加
工
物
の
挿
入
量
で
従
来

比
3
制
向
上
」

（三
木
光
博

取
締
役
〉
さ
せ
る
の
が
目
標

だ。

〆、、

改
良

イ
オ
ン
室
化
で
培
っ
た
熱

処
理
の
技
術
を
生
か
し
、
新

た
な
分
野
に
も
参
入
し
た
。

回
年
に
は
箆
田
中
央
研
究
所

ハ愛
知
県
長
久
手
市
〉

と
共

同
開
発
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ニ
フ
イ
ク
カ
ー
ボ
ン
ー
シ
リ

コ
ン

〈
D
L
ei
s
－－
〉
膜

の
プ
ラ
ズ
マ
化
学
気
相
成
長

〈
C
V
D〉
加
工
装
置
を
発

売
し
た
。
プ
ラ
ズ
マ
C
V
D

は
、
従
来
は
1
0
0
0度
C

前
後
で
行
っ
て
い
た
炭
化
ケ

イ
索
や
ア
ル
ミ
ナ
な
ど
固
体

を
取
り
出
す
「
析
出
」
を
、

2
0
01
3
0
0度
C
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
。

日
本
電
子
工
業
の
熱
処
理

技
術
と
盟
国
中
央
研
究
所
の

D
L
Cl
s
－ー
の
技
術
を
融

合
。
従
来
の
D
L
C膜
と
比

べ
て
密
着
力
が
高
く
、
自
動

車
部
品
向
け
な
ど
に
採
用
が

広
が
っ
て
い
る
。
今
後
は
複

雑
形
状
の
金
型
の
表
面
処
理

や
新
由
来
材
の
開
発
向
付
に
提

案
す
る
考
え
。
イ
オ
ン
室
化

装
置
を
は
じ
め
と
し
た
熱
処

理
の
実
縮
を
生
か
し
て
、
生

産
工
程
の
さ
ら
な
る
省
エ
ネ

化
に
貢
献
す
る
。


